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大学研究者の対社会アウトリーチのᐇ態 
ؐLCA の社会のᬑཬを事として̿ 

 
 （ᑠᯘಇဢ㸦ᕞ大学） ⥴方୕郎㸦㝣ඛ➃科学ᢏ⾡大学㝔大学） 大➉⿱அ㸦未来工学研究ᡤۑ

 
はじめに 

 
本研究では、大学研究者の社会のアウトリーチᐇ態をᢕᥱするために、LCA㸦〇造ᢏ⾡の環境影響

を評価するࢩステ࣒㸸Life Cycle Assessment）を事に᳨ウを行った。ලయ的には LCA の社会のᬑ

ཬに㈉献したと᥎ される大学研究者グループ㸦LCA 関連学会の役ဨにᑵ௵している大学研究者）の࣐

ス࣓ディア㸦本研究では全ᅜ⣬の新聞）におけるᥖ㍕件ᩘを指ᶆとした。 
通ᖖ、大学研究者の情報公㛤はᑓ門学༠会における論文・ཱྀ㢌発⾲が原๎である。しかし LCA の社

会ᬑཬにあたっては、࣐ス࣓ディアを通じたアカデ࣒ࢬ࣑の外部の社会のアウトリーチが果たした役

に↔Ⅼをᙜてて᳨ウした結果を本➨ 27 ᅇ大会において報告する。 
 
㸯 調査研究のᴫ要
 
 本調査研究では、社会のアウトリーチ活動に⇕心で社会的影響ຊがᙉいと᥎ される、理工系大学

研究者のうࡕ、LCA㸦Life Cycle Assessment）の社会のᬑཬに㈉献したと᥎ される研究者の一⯡

社会の࣐ス࣓ディアを通したアウトリーチᗘ合の 定をヨࡳた。 定は大ᆺၟ業データ࣋ース᳨⣴

㸦日⤒テレコン）を用いて、ᙜヱ関連分㔝の研究者のアウトリーチ活動に関する情報の集を行い、内

容についての分析を行った。 
 
1.1. 調査のᴫ要 
本調査では、理工系大学研究者のうࡕ、LCA㸦Life Cycle Assessment）についての研究୪ࡧに社会

ス࣓ディアを通じたアウトリーチᗘ合࣐ののᬑཬにᚑ事した理工系大学研究者を対象に、一⯡社会

を 定するため、࣐ス࣓ディア－本調査では一⯡全ᅜ⣬等 
の新聞－でྲྀり上ࡆられたグ事等の情報集を行い、その内容についての分析を行った。 

 
1.2. 調査方法 
調査の対象となる理工系大学研究者のᥖ㍕グ事の᳨⣴においては、᳨⣴ᮇ間を 1995 年ᗘから 2004

年ᗘ㸦1995/4/1㹼2005/3/31）までの 10 年間を対象に、「ᮅ日新聞」、「ㄞ新聞」、「毎日新聞」、「日本

⤒῭新聞」の㸲一⯡全ᅜ⣬と、⏘業⣬として「日⤒⏘業新聞」㸯⣬の㸳つの新聞を対象にᐇした。 
関連グ事の抽出およࡧ分析の手㡰は௨ୗの通りである。 
関連グ事の᳨⣴にあたって、研究者ྡによる᳨⣴を行い、関連グ事の抽出を行った。研究者ྡからの

᳨⣴の理⏤として、本調査の᳨⣴対象の研究者㸦ヲ⣽はᚋ㏙）は、本務௨外にも」ᩘの役職を持ってい

ること、また᳨⣴ᮇ間を 10 年間とタ定したことから、ᡤ属ඛの異動等にも対ᛂするためである。 
抽出・分析の手㡰については、ḟの通りである。 
ձ抽出した研究者ྡのグ事のスクリーࢽング、ղヱᙜ研究者のྛ年ᗘのグ事件ᩘとグ事㔞㸦グ事の文

Ꮠᩘでカウントする）の 定、ճ抽出したグ事を、年ᗘࡈとにグ事件ᩘでカウントするとともに、グ事

内容を㜀ぴし、内容を種㢮別に分㢮した。分㢮のカテࢦリーとしては、「研究ᡂ果」、「社会活動」、「ே

事」、「⾲ᙲ」、「その他」である。 
ᅇ調査対象とする大学研究者として、日本 LCA 学会㸦ヲ⣽はᚋ㏙）の役ဨ㸦役ဨᑵ௵ᮇ間㸸ᖹᡂ

23 年ᗘ㹼24 年ᗘ）からḟの᮲件で᳨⣴対象者を抽出した。 
ձ理工系の大学ᩍဨであること。ղ10 年௨上大学ᩍဨとしてᅾ⡠していること。 
この 2 Ⅼで学会役職者のリストから抽出を行った。同学会の役職者のリストには、㢳ၥ 2 ྡ、会㛗 1

ྡ、会㛗 1 ྡ、理事 13 ྡ、┘事 1 ྡ、ྛ種ጤဨ㛗 1 ྡのẶྡがグ㍕されていた。 
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1.3. LCA のᴫ要と日本社会のᬑཬ 

本調査研究の主要な対象テー࣐である LCA とは、環境分㔝の研究㡿域の一つであり、〇ရの原料᥇

ྲྀから〇造、ᗫᲠに⮳るまでのライࢧࣇイクルの全ẁ㝵㸦ලయ的には、原料᥇ྲྀń〇造ń流通ń用ń
リࢧイクル・ᗫᲠ）における様々な環境の負荷㸦資源・エネルギー消費、環境ởᰁ≀㉁の出、ᗫᲠ

≀の出等）について、定㔞的に評価するための手法である㸦ୗグのᅗ㸯参↷）。LCA 手法の㐺用範ᅖ

は、〇ရ௨外のࢧーࣅスや〇造プロセス、ᗫᲠ≀ฎ理プロセス等のࢩステ࣒も対象となる。LCA は 1960
年代ᮎᮇに⡿ᅜの大手㣧料࣓ーカーによって行ࢃれた、リターࣈࢼル⎼と㣧料⨁の環境負荷評価が、最

もึᮇの LCA のヨࡳとされている。 
に多くの業で活用研究がなされてきた。このような中でࡧがᅜにおいても研究機関ならࢃ 1995 年

10 ᭶に、⏘学ᐁの 250 ⤌⧊が参画した「LCA日本࢛ࣇーラ࣒」1が結ᡂされ、LCAの意⩏やၥ題Ⅼなど

種々の᳨ウ㆟論が行ࢃれた。その活動結果としてࢃがᅜにおけるLCA手法の確❧、パࣈリックデータ࣋

ースの構築、LCAのၨ発㺃ᬑཬのᚲ要性がᥦゝされた。同ᥦゝを受けて⤒῭⏘業┬のᨭによるLCAプ

ロジ࢙クト「〇ရ等ライࢧࣇイクル環境影響評価ᢏ⾡㛤発」がᖹᡂ 10 年ᗘから 5 カ年計画でᐇされ、

ᖹᡂ 2003 年 3 ᭶にᡤᮇの目ᶆを㐩ᡂし⤊した 2。そのᚋ、LCAプロジ࢙クトにおいては、環境負荷

低減に資するため、関ಀྛ工業会の༠ຊもྵめ動⬦系ཬࡧ㟼⬦系のイン࣋ントリデータ、インパクトデ

ータ、およࡧ文献データの集✚、ならࡧに、環境影響評価手法を㛤発し、ᡃがᅜのLCAインࣇラストラ

クチャーとしてLCAデータ࣋ースを構築してきた。 
これらの活動を通じた 5 カ年間において、ᅜ内業のLCAのྲྀり⤌ࡳは活発化し、環境報告書等に

ಶ別〇ရ等の環境影響評価結果が⤂される等のᡂ果が確認され始めている。しかしLCA手法の環境負

荷低減活動のᛂ用については、まだ一部の業に㝈られているのもᐇ情であるとされている 3。 
そのᚋ、2004 年 10 ᭶には日本LCA学会㸦✄ⴥᩔ会㛗）4がタ❧された。日本LCA学会は、LCAཬࡧ

その♏になっているライࢧࣇイクル的ᛮ考を持続ᆺ社会の構築のための基本コンセプトであると認識

し、その科学の発展およࡧ知見の✚、交とともに、その結果を用いた意ᛮỴ定、あるいはᡂ果の社

会のᬑཬ方法などをྵめ、関連する新たな知識య系を、様々な分㔝のᑓ門ᐙの༠働によって生する

ことを目的に活動している。2011 年 3 ᭶ᮎ日ẁ㝵の会ဨᩘは、㈶ຓ会ဨ 52 ᅋయ、正会ဨ 414 ྡ、学生

会ဨ 146 ྡである。 
 

 
ᅗ１ ライフ䝃イクルと環境負Ⲵのᴫᛕᅗ 

⎔ቃ┬ HP䠄http://www.env.go.jp/policy/lifecycle/lifecycle.html䠅 
 
                                                   
1LCA 日本࢛ࣇーラ࣒のヲ⣽はḟの URL を参↷  http://lca-forum.org/ 
2社ᅋ法ே ⏘業環境⟶理༠会 http://www.jemai.or.jp/CACHE/lca_details_lcaobj4.cfm 
3社ᅋ法ே ⏘業環境⟶理༠会 http://www.jemai.or.jp/CACHE/lca_details_lcaobj1.cfm 
4日本 LCA 学会࣍ー࣒࣌ージ http://ilcaj.sntt.or.jp/lcahp/prospectus.htm 
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さて、๓グの「LCA 日本࢛ࣇーラ࣒」が、ࢃがᅜの LCA ᑟධとᬑཬにあたって重要な役を果た

したことは確ᐇである。同࢛ࣇーラ࣒を主ᑟしたᩘྡの大学研究者がおり、そのうࡕの 2 ྡが現ᅾ、2004
年にタ❧された日本 LCA 学会の㢳ၥを務めている。同㢳ၥの 1 ྡは、現ᅾ「LCA 日本࢛ࣇーラ࣒」の

会㛗を務めている。 
本調査研究においては、上グ࢛ࣇーラ࣒の活動を担い、現ᅾ日本 LCA 学会の役ဨを務める理工系大

学研究者に↔Ⅼをᙜてて、๓グ 1.2.の方法に基づく調査をᐇした。 
 

2 調査結果のᴫ要 
 

๓㏙の䛸䛚䜚、要୍⯡ᅜ⣬䠄䠐⣬䠅䛚䜘䜃⏘業⣬䠄䠍⣬䠅䜢対㇟䛻、ㄪ査対㇟の学研究者の㛵㐃グ䜢

᳨⣴した䛸䛣䜝、ୗグの⤖ᯝ䛸䛺䛳た䚹 

グ௳数䛻䛴䛔䛶は、䛂グ௳数䛃䛸䛂対㇟グ௳数䛃のḍ䜢設䛡䛶䛔䜛䚹䛂グ௳数䛃は対㇟研究者ྡで᳨

⣴できたグ௳数で䛒䜚、同ጣ同ྡ䛻䜘䜛のグもྵ䜣だ௳数で䛒䜛䚹䛂対㇟グ௳数䛃は、グ௳数の䛖䛱、

ᮏㄪ査の対㇟䛸䛩䜛研究者䛻䜘䜛グで䛒䜚、ᮏㄪ査䛻䛚䛡䜛ศᯒ➼は、䛂対㇟グ௳数䛃でᢳ出したሗ䜢も

䛸䛻ศᯒ䜢⾜䛳た䚹 
 

⾲㸯 ᳨⣴⤖ᯝ㸦グ௳ᩘ㸧 

Ặྡ ᡤ属 学ᙺ⫋ グ௳数 対㇟グ௳数 

A Ặ 学䠄㏥⫋ᚋ、බ┈ᅋయᙺ員䠅 㢳ၥ 84 84 

B Ặ 学 㢳ၥ 307 153 

C Ặ 学 㛗 65 3 

D Ặ 学 㛗 3 3 

E Ặ 大学 ⌮ 3 3 

F Ặ 大学 ⌮ 0 0 

G Ặ 大学 ⌮ 20 20 

H Ặ 大学 ⌮ 27 4 

I Ặ 大学 ⌮ 1 1 

J Ặ 大学 ⌮ 14 0 

K Ặ 大学 ⌮ 0 0 

L Ặ 大学 ⌮ 53 0 

M Ặ 大学 ⌮ 0 0 

N Ặ 大学 ⌮ 3 0 

O Ặ 大学 ⌮ 0 0 

P Ặ 大学 ⌮ 6 0 

Q Ặ 大学 ┘ 3 0 

R Ặ 大学 ྛ✀ጤ員㛗 97 3 

ྜィ   686 274 

 

 上グ⾲㸯の⥙けಶᡤは、ಶேで 20 件を㉸える対象グ事件ᩘをカウントした研究者を♧す。 
ḟ㡫のᅗ 2 は、対㇟グ௳数の研究者ูのྜで䛒䜛䚹対㇟研究者䛜 1995 年ᗘ௨㝆で要⣬䛻ྲྀ䜚上䛢

䜙䜜た௳数は、䛭䜜䜋䛹ከ䛟䛺䛔ものの、特定の研究者䛻䛴䛔䛶は、要⣬䛻数ከ䛟ྲྀ䜚上䛢䜙䜜䛶䛔䜛䚹グ

ෆᐜ䜢ぢ䜛䛸、䝉ミ䝘ー、䝅ン䝫䝆䜴䝮のᗙ㛗䜢ົ䜑䛶䛔䜛䜿ース䛜ከ䛟、䜲䝧ン䝖開ദの࿌▱䜎たは䜲䝧ン䝖開

ദの⤖ᯝ䛻䛚䛡䜛特㞟グ➼でྲྀ䜚上䛢䜙䜜䛶䛔䜛䜿ース䛜ከ䛟ぢ䜙䜜䜛䚹 
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䜎たᅗ 3 は、主要一⯡全ᅜ⣬㸦㸲⣬）およࡧ⏘業⣬㸦㸯⣬）のグ事件ᩘの年ᗘ別᥎⛣を♧したもので

ある。日本 LCA 学会タ❧の๓年の 2003 年ᗘのグ事件ᩘが最も多い。 
 

 
ᅗ２ ᑐ㇟グ௳数の◊✲⪅ู割合（䠂） 

 

 
 

ᅗ３ グ᳨⣴⤖ᯝࡢ᥎⛣㸦௳㸧 
 
௨上の調査結果から、本研究の目的である大学研究者の社会のアウトリーチᐇ態として௨ୗの事ᐇ

を指できる。LCA の日本社会のᬑཬに㈉献したと᥎ される大学研究者グループ㸦LCA 関連学会

の役ဨにᑵ௵している大学研究者）の࣐ス࣓ディア㸦本研究では全ᅜ一⯡⣬と⏘業⣬等の新聞）におけ

るᥖ㍕件ᩘを指ᶆとして、日本 LCA がタ❧された࣒ーラ࢛ࣇ 1995 年から日本 LCA 学会がタ❧された

2004年の⩣年までの 10年間で、全ᅜ⣬の新聞という࣐ス࣓ディアを通じた社会の情報発ಙにおいて、

日本 LCA 学会の役ဨを務める中心的担い手の研究者 18 ྡ中の A Ặと B Ặの 2 ྡが 87.1㸣の対象グ事

件ᩘを༨めることが分かった。こうした情報発ಙが、LCA の日本社会の周知・ᬑཬにあたって重要な

役を果たした可能性は大きいと᥎ される。ᅇの発⾲ではグ事内容の㉁的な᳨ウにはゝཬしないが、

ᚋ㉁的な分析も㋃まえて、その重要性の本㉁を明らかにしていくᡤᏑである。 
また研究者からの社会の情報発ಙは、ᙜ然のことであるが新聞に㝈定されるものではないので、テレࣅ、

ラジ࢜、㞧誌等の他の࣐ス࣓ディアや、ᕷẸ向けㅮᗙ、ㅮ₇会の㛤ദ、ࢧイエンスカ࢙ࣇのような࣐ス࣓デ

ィアによらないᗈ報活動をどうᢕᥱするかについてもᚋ᳨ウしていくᡤᏑである。 
なお本データ࣋ース調査は、文部科学┬科学研究費⿵ຓ金・基┙研究㸦C）「研究者・研究機関職ဨの

アウトリーチ・スキル向上要件の研究㸦課題␒ྕ㸸23501061）」のຓᡂを得てᐇしたものである。 

31. 0  

56. 1  

7. 0  
6. 0  

AẶ 

BẶ 

GẶ 

その他 




